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建築 健康空間自然 × ＝

木漏れ日、そよ風、木の温もりなどの自然の心地よさに、動線、空調、採光、空間の変化などの建築的要素
を掛け合わせることで、人々が健康になれる空間を作る。

綺麗な空気

栄養のある食事

歩いて健康診断

人との交流で心も健康に

リラックスできる半屋外空間
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HEALTH COMPLEX
現在の都市環境や生活習慣・行動様式を見た時、都市生
活は健康であるといえるだろうか。また、健康とは時代・
人種を問わずに普遍的なものである。それは誰にでも平
等に求められている。しかし現状の平均寿命を見るに健
康を享受する機会というものは都市生活者の中でも所得
等により偏りが生じていることが実情である。そこで人々
の健康意識の増進や貧困層に対しての健康機会の付与を
行う建築を提案する。

今後、豊島区が持続発展していくために、居住者や来訪者の年齢や人種、所得等の多様性を
保つことは重要である。そこで、池袋に住む、あるいは訪れる全ての人が利用できる

「HEALTH COMPLEX」を駅前に設計する。また、「健康建築」の実現カ所として、公園によ
る都市環境整備や健康と関係の深いアートによるまちづくりを大々的に推し進めている池袋
は計画対象地として適していると考えた。池袋の既存の LOCAL な要素と絡みつつ、健康文
化を創造し新たな価値を付加していく HIGH AND LOCAL CALTURE な建築を提案する。健
康建築は居住快適性や都市環境の向上に寄与し、豊島区・池袋の持続発展の一助となる。

HEALTH COMPLEX では建造環境や社会環境の整備及び改善に
よる「ゼロ次予防」を中心的に、生活環境の改善、健康教育等の「一
次予防」までを行う。「ゼロ次予防」は大きく「ポピュレーショ
ンアプローチ」、「ライフコースアプローチ」の２つの観点から
ポジティブな影響を及ぼすとかんがえられている。「働きかける
ことの対象の広さ」、「働きかけることの時間の長さ」が重要と
なるから都市空間・建築空間の果たす役割が大きい。
HEALTH COMPLEX は実空間での体験を通した健康機会の提供
と、それによる来訪者の健康意識の増進、池袋や日本の文化の
発信を行う。

池袋の都市環境向上を目的とする池袋エリアマネジメント組織と複数のスポーツ・食品・健康器具開発等の企業による HEALTH COMPLEX 運営組織を結
成し、双方のパートナーシップで健康事業を進める。

低層部には創作やスポーツ関連のプログラム、高層部では図書館やホテル、オフィスなど静的なプログラムを配置した。

HEALTH COMPLEX の屋上で育成された緑化フェンスが既存のガードレールと立ち替わっていく。

誰でも立ち寄ることができるホールでは、綺麗な空気の中くつろぐことができる。

4F：健康料理教室
2-3F 間：建築内を歩いて登っていくことが健康診断になる。

スクリーンや MOBILE APP で自身の状態が可視化される。1F：アートプレイス＆GALLERY

夜の外観　昼間とは表情・部分的に用途を変え人々に利用される。

https://www.jstage.jst.go.jp/article/isciesci/63/4/63_156/_pdf/-char/ja
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